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1. はじめに 

 2018 年 12 月高知職業能力開発短期大学校で教員対象の「Raspberrypi（以下ラズパ

イ）のセミナー」を受講した。その後課題研究で、スマートフォンで操作するラジコ

ン、2020 高知総文祭用のカウントダウンボード、防犯カメラなどラズパイを使って製

作した。ラズパイを使って製作する課題研究が増えてきた。 

ラズパイの活用方法は、プログラミング学習、ディープラーニング（深層学習）等々

数多くある。ラズパイについて研究し学校現場で活用できるように取り組んだ。 

ラズパイとは、教育目的で開発されたワンボードコンピュータです。$30 程度の低価

格と、便利なライブラリ、そして世界中の人が多くの作例をインターネットで共有し

た事により、一躍 IoT 時代の代表的なプラットフォームである。 

 

2.研究概要 

2.1 プログラミング学習 

 ラズパイを研究している中で、学生が Node-Red（ノードレッド）を使ってものづく

りをしていた。プログラムを学習するには、コードをたくさん打ち込んだり、制御文を

たくさん覚えたりすることで学習することが多い。苦手意識をもちプログラミングが

嫌いになることが多い。しかし、Node-Red は初心者でもわかりやすくプログラミング

に取り組むことができる特徴を持っている。 

 Node-Red は、2013 年イギリスの IBM 社の研究所で生まれたオープンソースのビジュ

アルプログラミングの開発環境です。ラズパイやパソコンの画面上で、「ノード」と呼

ばれる名札のようなモジュールを線でつないでいくだけで、コードをほとんど書くこ

のなく（これを「ローコード」という）、プログラミングができる。Iot などのネット

上のデータの流れを見るものとして開発された。Web 上のインターフェースから電子部

品を操作することができる。カスタムノードで様々な電子部品を制御できる。スマー

トフォンから制御したり、データを受信することができる。 

      

 

 

 

 

 

図１．アイコン         図２．操作画面 
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LED やブザーなど電子工作の部分は、高

知工業高等専門学校の今井教授らが開発

した、Iot 学習 HAT（以下ハット）を使用し

た。図３のように、LED３個（緑・黄・赤）、

圧電ブザー、タクトスイッチ（白、黒）、I2C

接続 LCD が付いている。付属で I2C 温湿

度気圧センサー、焦電型赤外線（人感）セ

ンサーを付けることができる。      図３．Iot 学習 HAT とラズパイゼロ 

 ラズパイとハットを使ってプログラミング学習をする。図４ラズパイのピン（赤枠）

にハットを指して使う。このピン番号に LED や圧電ブザーがつながっている。 

    

           図４．ラズパイとピン配置 

 

 ハットの赤色 LED を点灯させるプログラムは、

Python 言語（以下パイソン）で書くと右のようなプ

ログラムになる。赤色 LED を１秒点灯させて消灯す

るプログラムである。 

５行目は赤色 LED が 11 番ピンに刺さっているの

で 11 としている。ちなみに黄色は 13、緑色は 15。 

 ９行目の True で点灯。10 行目で１秒待機。11 行

目の False で消灯となっている。 

 

 

図５．Python 言語 
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Node-Rede では、３つのノードを線で結ぶことで、パイソンで書いたプログラムと同

じ制御をすることができる。左のノードで１の信号を送る。真ん中のノードで１の信

号を受け取ると、１の信号送り、１秒後に０の信号を送る。右のノードは 11 番ピン（赤

色 LED）に出力する。 

 Node-Red では、プログラムの制御文を知らなくても視覚的にプログラムを書くこと

ができる。初心者でも簡単にプログラムを学ぶことができる。 

 

図５．Node-Red で制御 

 dashboard ノードで作ったインタフェースは、Web ページに表示することができる。

作成すると、PC のウェブブラウザ上はもちろん、スマートフォンから LED の点灯・消

灯の制御が行うことが出来る。図６の I2C 温湿度気圧センサ

ーをハットにさして使用する。ノードにいくつか設定を行う必

要があるが、長いプログラムを打ち込む必要はない。ネットワ

ークがつながっている環境なら、スマートフォンで見ることが

できるので、ハウスなどの気温管理にも利用できる。 

 

 
図７．ブラウザで室内環境の監視 

2.2 機械学習 

 機械学習を利用したシステムの作成。リアルタイムに動画に映っている人を対象

に、顔認識をしてマスクをしているかしていないかを判定するプログラム。まず顔写

真を集め、顔を検出して同じサイズで切り取る必要がある。Dlib の顔検出を利用し

て、集めた顔写真をカットします。facecut.py を実行する。 

   

 

 

 

 

 

   図８．顔の部分を切り出す前      図９.顔の部分を切り出した後 

図６．I2C 温湿度気圧センサー  
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 マスクの有無を学習させる。学習させる写真は、枚数が多いほど精度が上がる。先

ほどの画像を利用して学習を行う。make_model.py を実行すると、学習モデルが作成

される。ここで作成された学習モ

デルを使って判定を行う。

live_check.py を実行する。ラズ

パイにつないだ Web カメラを利用

してリアルタイムで判定を行う。

顔を検出し顔の部分に枠を表示 

し、マスクの有無を判定する。                   

 

3. まとめ 

 ラズパイを研究している中で、プログラミング学習や Python 言語を使って AI・機械

学習・ディープラーニングなどいろんなことができることを知ることとなった。また、

電子工作とラズパイを組み合わせて Iot にも取り組めた。 

今まで、Python 言語をじっくりと勉強する気持ちがなかったが、この研修で取り組

むことができ、Python 言語を理解することができた。 

今後は、現場に戻り生徒に学んだことを還元できるよう取り組む。課題研究ではラ

ズパイを使ってモノづくりをしたり、実習ではラズパイを使ったり、授業では Google 

Colaboratory で Python 言語を勉強するなど、ここで学んだことを実践していきたい。

また、継続してラズパイについて研究していきたい。 

     

    図 11. Colaboratory の画面        図 12.人の判別プログラム 
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図 10．マスクの有無を判定 


